
コメ農家
⽣産資材や⼈件費が上がる中、
ようやく価格が上がった！

 今回の焼失規模は40ha。そのうち約７割が保安林であり、
今後、⼤⾬等による⼟砂災害の発⽣が危惧される。
 ⼀般的には林野⽕災後の対策として、天然再⽣（⼟の中に眠
っている種や⿃が運んでくる種で⼭を再⽣）に委ねるケースが
多いようであるが、半世紀たってもススキなどの丈の⻑い草本
類の繁茂により再⽣が進まなかった事例もある。
 特に今回焼失した周辺には住宅やセミナーパークもあるた
め、ハード対策を検討することはもちろんであるが、農林⽔産
部の知⾒・ノウハウも活⽤できないか考えていただきたい。
 例えば、県・農林総合技術センターにおいて、草や⽊の種⼦
を含むスラリー（どろどろとした液体）をドローンで散布する
試験をされている。⼭の再⽣を加速化させる⼿段として、こう
したスマート林業技術の活⽤についても是⾮検討してほしい。
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秋穂⼆島の林野⽕災後の対応について

コメ不⾜・価格⾼騰対策について

■台⾵や地震に備える消費者⾏動
■猛暑による品質低下  ■インバウンド需要の増加 など
 ⇒これらの要因が重なって⽣じたもので、コメの消費量からす
ると⽣産量は⾜りていた（＝偏在していた）
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消費者
コメの値段が⾼い

⾼⽌まりするとコメ離れも

提案
持続可能な農業ができるよう、消費者に今の価
格感でも受け⼊れていただくための施策を展開
すべき！
例えば、コメ価格⾼騰分を補填するおコメ券や
クーポンの配布（東京都や⼤阪府、その他基礎
⾃治体でもコメの配布が広がってきています）
それもデジタル（ぶちうまアプリ※）でお配り
してユーザー数を拡⼤し、経済効果のある地産
地消ツールへと磨き上げていくべき
農地の集約化や農業機械のシェアなどコスト削
減をしていく取り組みも引き続き必要

ぶちうま！アプリ

 ９⽉１８⽇、⼆島で林野⽕災が発⽣。
５⽇間にわたる消⽕活動が⾏われました。消
⽕活動にご尽⼒いただいた皆様、後⽅⽀援さ
れた皆様には深く感謝を申し上げます。

令和のコメ騒動の原因

両者をWin-Winに！

地産地消のお店でポイント
をためると、県産品の購⼊
に使える電⼦クーポンと交
換できます。是⾮ご利⽤く
ださい！

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/122/


  

例えば、⾏政がお墨付きを与えた「認定農業者」が交付⾦対象外になった農地を新たに
担う場合は対象外を解除するような柔軟な運⽤を国に求めていくべきではないか
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⽔⽥活⽤の直接⽀払交付⾦における５年⽔張りルールについて

⽵や剪定枝などの未利⽤材を
利⽤して発電

メタン発酵発電

⾷品系廃棄物を活⽤して発電

バイオマスガス化発電

スマート陸上養殖プラント

ファーム内エネルギーを活⽤した
半閉塞型プラントによる養殖

スマート農業ハウス

ファーム内エネルギーを活⽤した
スマート農業
茎・葉・落下作物はメタン発酵発
電の燃料として利⽤

エア・ウォーター社（地球の恵みファーム・松本）

県外視察（岐⾩県・⻑野県）

バナメイエビの陸上養殖施設（同エビを活⽤したレストランも併設）

⽔産資源の枯渇が進んでいる中、我々のタ
ンパク質の確保のため、養殖振興は必須
養殖のコストはエサ代が⼤半であり、配合
飼料価格も⾼騰している中、飼料に着⽬し
た品種（雑⾷のバナメイエビ）選定をされ
ている
⽔道⽔に⽐べ現地の深層⽔で養殖すると⽣
育が良いとのこと。それぞれの⼟地にあっ
たものを⽣産することで⾼付加価値に。

循環型の⾷料⽣産施設で、施設間でエ
ネルギー・資源を相互利⽤（電気・
熱・CO2�・肥料）
⼤企業による1次産業進出（異業種参
⼊）は中⼭間地域をはじめとした地域
活性化の起爆剤になる可能性があり、
企業誘致の⼀つの切り⼝にしてほしい

※「地球の恵みファーム・松本」地産地消エネルギーによる資源循環モデルより

⽔⽥活⽤の直接⽀払交付⾦とは？

コメの需要減を背景に、⽔⽥で⻨・⼤⾖等の作物を⽣産（転作）
する農業者に対して⽀給される交付⾦。

５年⽔張りルールとは？

5年間⽔を張らなかった⽔⽥は直接⽀払交付⾦の対象外とするルール。⼀度対象外になった農地
は恒久的に交付⾦対象外となり、所有者や耕作者が変更された場合も対象外のままである。

提
案

相続放棄や所有者不明等により耕作放棄となり、⽔を張らずに交付⾦対象外と
なった農地について、次の担い⼿がハンデを背負うのは理に適わない

きよら海⽼としてブランド化


